


























ファッションを日本や欧米 レベルに近づけようにも、デザイン性においても、素材の品質や民、染色や縫製など技術面においてもファッション 先進国に遅れ いて、デ















































































れは読者、つまり消費者の要求 応えてのことでもあるし、何よりも販売側にとっても発行側 とっ 誌有益 あるからだ。また流行のサイクル 生産期の見極め 目安に なるため、情報と現場 時差は生産においても痛手とな 。中国ファッション界においてまだそのような連動が取られていなかったということは、流行を む組織系統がまだ完全には整えられておらずファッションが広まることに歯止めをかけてい 。一九九
0
年代、人々のファッションに対
する関心は尚まり、ファッション 触れる機会 用え はきたものの、それを動かす制度が整っていなかったあるいは機能していなかったため、なかなか はらないでいた。理想と現実との距離は少しは縮まったものの、多く情報が大都市 限られており、末端にはなかなか広まっていないようだ。中国から 情報を発信していくためにはまだ力不足であった。













































































ション界の発展と日中韓の連関について述べてきたが、これまで東アジアのなかでファッション先進国であっ 日本はどのような道を歩んできたのであろうか。日本は低賃金で縫製が出来るからといって、生産の多く 台湾、韓国中国などへ生産拠点をシフトしてきた。よってユニクロを代表する安価な中国生産の衣料品が多く出回り、現在では日本人が着ている八割近くが中国製品であるという。安労働力により作られたことにより製品を安く買うことが出来、始めは消費者もお手軽に喜んだかもしれない。しかし、そこに残ったものは何であったか。生産を海外シフトしたことによる日本の産業の空洞化ではな ったか。そこへきて、中園、韓国が実力を付け始めてきている。では今 本は何をすべきか。中国、韓国は力を付け始めているがそれぞれにもまだ不足部分はある。そこ 三国が敵対するのではなく互いに穴を埋めあい、新しいファッション発信地作ると共に、新しい美意識の確立を目指すべき あると思う。ファッション 関して三国はまだひょっこで、三 の
洋服の歴史の長さを足しても到底欧米のそれには及ばない。よって東洋の美意識で作られた服（エスニックで なく）と欧米の美意識で作られた服を天秤にかけると、同じ重きであっても負けてしまう。そこで名目上三国が連携できることになった今、各国の催勢意識をなくし、意識をも連携していくことが、パリ、ミラノに匹敵するほどのファション発信地を作り そこに新たな美意識 確立し、新しい価値観を生み出し いく鍵となっていくの はないかと私は考える。
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ANg
品。
（2）脱
ι
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のい県明大学へと改名。
（3）小附における経済政策。社会主義同でありながら、市場経済化を徐々に進め、外貨導入を積極的に図る。｛資料政治・経済
Nee
－一円三
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が仙航される「卜ぃ両国際ファッション文化祭り」などが行われ、ファッションや現代化に力を人れているでで〉
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（G）大辿では．九八八年以来、大辿同際服装博世会や輸出輸人間覧会、
ファッションデザイナーコンテスト等を開催する「大連ファッションフェスティバル」を行ったり、中凶同内における新人コンテストの中でも以も服史と縦成のあるコンテストである「大迎ユ
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（7）流行はその拡散過酷において、ピラミッド式にまず頂点のデザイナーやファッション関係者等の少数派から、ファッションに興味の薄い底辺層へと広がっていく。底辺層の人々にまで広まった場
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（9）「様式」ファッションが．部残り長い時間の聞に習慣化させ、消艇派の人間にも受け入れられ もの。
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